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隠
岐
�
�
�
�
�
海
上
交
通
�
�
古
�

�
ら
輸
送
手
段
の
中
心
で
、
隠
岐
本

土
間
の
輸
送
人
員
数
の
９
割
以
上
を

担
う
、
公
共
交
通
の
要
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

航
路
は
、
西
郷
・
別
府
・
菱
浦
・

来
居
と
本
土
側
の
七
類
・
境
港
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
３
隻
と
高
速
船
１
隻
の

体
制
で
、
季
節
に
応
じ
て
３
〜
５
路

線
が
運
行
さ
れ
、
平
成
20
年
度
は

45
万
人
余
り
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
利
用
者
は
伸
び
悩

み
、
過
去
７
年
間
で
利
用
者
数
は
約

２
割
減
少
。
こ
の
間
、
航
路
を
運
航

す
る
隠
岐
汽
船
は
、
燃
料
の
高
騰
も

重
な
り
経
営
が
悪
化
し
、
平
成
22
年

ま
で
の
予
定
で
経
営
改
善
計
画
を
策

定
。
行
政
支
援
を
受
け
る
一
方
で
、

人
件
費
の
削
減
や
運
賃
の
値
上
げ
、

高
速
船
の
１
隻
体
制
化
、
寄
港
地
の

絞
り
込
み
な
ど
、
事
業
の
ス
リ
ム
化

を
図
り
、
航
路
の
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
割
引
運
賃
を
適
用
し
た
旅
行

プ
ラ
ン
の
企
画
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

海 の現場

島の生活に欠かせない航路
交通の要を守る

隠岐航路を運航する隠岐汽船は、平成18年11月
に経営再建計画を策定し、行政支援や人件費の削減な
どにより、経営を再建中です。
ここでは、隠岐航路が置かれている現状と課題をご

紹介します。
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特
集島

の
公
共
交
通
を

考
え
る

特
集島

の
公
共
交
通
を

考
え
る

わ
た
し
た
ち
が
生
活
す
る
う

え
で
必
要
な
移
動
。
そ
れ
を

根
底
で
支
え
て
い
る
の
が
公

共
交
通
で
す
。

隠
岐
の
島
町
で
は
、
本
土
を

結
ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
え

る
航
路
・
空
路
と
、
日
常
生

活
を
支
え
る
バ
ス
路
線
が
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
本
町
の

公
共
交
通
が
直
面
す
る
現
状

と
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を

探
っ
て
み
ま
し
た
。

隠岐汽船利用者数推移（本土隠岐間）



航
路
�
守
�
�
�
�
支
援

県
や
関
係
自
治
体
で
は
フ
ェ
リ
ー
買

い
取
り
費
の
償
還
や
固
定
資
産
税
相

当
額
の
交
付
な
ど
総
額
20
億
３
千
万

円
余
り
の
財
政
支
援
を
決
め
、
隠
岐

航
路
維
持
へ
の
支
援
を
強
化
。
隠
岐

の
島
町
で
は
、
昨
年
度
２
千
７
百
万

円
余
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
の
平
成
25
年
ま
で

の
保
証
延
長
や
、
国
へ
の
支
援
強
化

を
求
め
、
現
行
の
航
路
維
持
に
努
め

る
隠
岐
航
路
。
島
民
生
活
の
中
核
路

線
を
守
る
た
め
、
官
民
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
は
続
い
て
い
ま
す
。

隠
岐
航
路
利
用
者
の
声
を
伺
っ

て
み
ま
し
た
。

仕
事
で
良
く
利
用
し
て
い
ま

す
。
待
ち
時
間
を
つ
ぶ
す
場
所
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
ご
意
見　

■
離
島
航
路
は
欠
か
せ
な
い
島
民
の

生
活
道
。国
道
と
み
な
し
、国
が
責
任

を
持
ち
航
路
を
守
っ
て
ほ
し
い
（
町

民
）
■
利
便
性
の
た
め
に
は
本
土
側

の
寄
港
地
を
ま
と
め
る
べ
き（
町
民
）

■
発
着
時
間
が
半
端
で
利
用
し
に
く

い(

町
民)

■
以
前
よ
り
は
改
善
し
た

が
、
弱
者
に
対
し
て
の
荷
物
運
び
や

客
室
へ
の
案
内
な
ど
配
慮
が
足
り
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。（
町
民
）

伊藤淳也さん
（松江在住）

利用者に直撃　隠岐汽船乗り場編

隠
岐
空
路
�
現
状

平
成
18
年
に
、
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
就
航
可
能
な
２
千
ｍ
の
滑
走
路
を

備
え
た
新
隠
岐
空
港
が
開
港
。現
在
、

夏
季
限
定
で
大
阪
間
に
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
就
航
し
て
い
ま
す
。

隠
岐
と
出
雲
・
大
阪
間
で
そ
れ
ぞ

れ
１
日
１
往
復
が
運
行
さ
れ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と

同
時
に
、
大
都
市
圏
に
短
時
間
で
移

動
が
可
能
な
唯
一
の
路
線
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

伸
�
悩
�
利
用
客

新
空
港
開
港
当
初
、
大
阪
出
雲
両

便
あ
わ
せ
５
万
人
を
超
え
た
旅
客
数

は
、
平
成
20
年
度
に
は
４
万
８
千
人

に
減
少
（
大
阪
便
３
万
４
千
人
、
出

雲
便
１
万
４
千
人
※
下
グ
ラ
フ
参

照
）。
特
に
出
雲
便
は
路
線
を
運
航

す
る
日
本
航
空
の
採
算
ラ
イ
ン
と
い

わ
れ
る
搭
乗
率
60
％
を
割
り
込
む
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
�
取
�
組
�

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
隠
岐
空

港
利
用
促
進
協
議
会
を
中
心
と
し

て
、
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
利
用
増

を
目
指
し
、
搭
乗
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
便
で
は
旅
行
会
社
な
ど
と
連

携
し
、
関
西
方
面
の
み
な
ら
ず
、
中

部
・
関
東
方
面
に
も
販
路
を
拡
大
。

空 の現場

大都市圏も結ぶ
高速路線を守れ

多
く
の
ツ
ア
ー
客
や
個
人
客
が
来
島

す
る
な
ど
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
民
向
け
に
は
「
離
島
航

空
割
引
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
、
出
雲

便
航
空
券
を
２
割
ほ
ど
安
く
す
る
な

ど
、
利
用
し
や
す
い
料
金
の
設
定
も

図
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
利
用
促
進
へ
の
関
係
自

隠岐と大阪・出雲を結ぶ隠岐空港。関西
圏に直結し、１時間でアクセスできる唯一の
路線として、また松江・出雲を結ぶ生活路線
として重要な役割を担っています。
隠岐空路の現状と課題、利用促進への取

り組みをご紹介します。

治
体
の
財
政
支
援
は
年
平
均
お
よ
そ

２
千
９
百
万
円
（
平
成
16
年
か
ら
５

年
間
の
平
均
値
。
う
ち
隠
岐
の
島
町

は
８
百
万
円
余
り
を
負
担
）
を
支
出

す
る
な
ど
、
財
政
面
か
ら
も
取
り
組

み
は
続
い
て
い
ま
す
。

路
線
�
守
�
�

一
方
、
近
年
で
は
、
路
線
を
運
行

す
る
日
本
航
空
の
経
営
問
題
が
表
面

化
。
一
時
、
隠
岐
路
線
の
存
続
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
10
月
末
ま

で
は
大
阪
便
、
出
雲
便
と
も
運
行
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
運
行
に
は
や
は
り
搭
乗
率

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

空
路
は
、
離
島
と
大
都
市
を
短
時

間
で
結
ぶ
唯
一
の
路
線
。
も
う
ひ
と

つ
の
生
活
道
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
は
続
き
ま
す
。

利用者に直撃 隠岐空港ターミナル編

隠
岐
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、

利
用
者
の
声
を
伺
っ
て
み
ま
し

た
。

出
雲
か
ら
利
用
の
際
は
、
時
間

が
大
き
く
短
縮
で
き
る
た
め
、
年

間
数
十
回
の
移
動
は
ほ
と
ん
ど
飛

行
機
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
飛
行

機
が
小
型
に
な
っ
た
と
し
て
も
路

線
は
存
続
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
ご
意
見　

■
発
着
時
間
が
半
端
で
利
用
し
に

く
い
。(

ビ
ジ
ネ
ス
客)

■
関
西
や

関
東
方
面
に
出
る
際
に
は
、
時
間

短
縮
が
で
き
便
利
（
ビ
ジ
ネ
ス
、

帰
省
客
）
■
島
民
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
路
線
で
す（
町
民
）

■
友
人
に
勧
め
ら
れ
利
用
。
割
引

プ
ラ
ン
の
周
知
で
も
っ
と
利
用
さ

れ
る
の
で
は
（
町
民
）
■
飛
行
機

欠
航
の
際
に
フ
ェ
リ
ー
に
移
行
で

き
る
よ
う
な
連
携
し
た
ダ
イ
ヤ
を

希
望
し
ま
す
。（
町
民
）

写真左から長廻　護さん （出雲在住）
　永瀬真吾さん （松江在住）
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�
�
路
線
�
現
状

利
用
者
の
減
少
が
続
き
、
全

国
各
地
で
路
線
廃
止
が
相
次
ぐ

地
域
の
バ
ス
路
線
。
年
間
の
乗
合

バ
ス
輸
送
人
員
数
は
昭
和
45
年
の

１
０
０
億
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を

続
け
、
平
成
19
年
に
は
２
分
の
１

以
下
と
な
る
42
億
人
に
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
主
要
地
域
間
を
結

ぶ
一
畑
バ
ス
10
路
線
と
、
一
畑
バ

ス
路
線
と
小
集
落
を
結
ぶ
町
営
バ

ス
な
ど
15
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

各
路
線
１
日
２
〜
４
往
復
便
で

運
行
さ
れ
、
全
路
線
を
あ
わ
せ
た

輸
送
人
員
数
は
１
日
平
均
３
３
０

人
ほ
ど
。
年
間
で
は
お
よ
そ
12
万

人
（
推
計
）
の
利
用
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
財
政
負
担

平
成
20
年
度
の
一
畑
バ
ス
路
線

運
行
に
係
る
収
支
は
５
千
７
百
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
バ
ス
路
線
を
支
援
す

る
た
め
毎
年
５
千
万
円
余
り
の
運

行
費
補
助
金
を
支
出
。
町
営
バ
ス

な
ど
の
運
行
費
用
を
あ
わ
せ
る
と

年
間
６
千
万
円
余
り
の
支
出
と
な

り
、
大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

陸 の現場

路線網と利便性
を守る
全国的に利用者の減少が続くバス路線。
本町も例外ではなく、隠岐一畑交通や町

が運行する路線網は利用者の減少に苦しん
でいます。その現状と課題をご紹介します。

利
便
性
�
確
保
�
向
�
�

バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
不

可
欠
。

町
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
、
国
・

県
・
町
や
各
事
業
者
、
住
民
代
表

な
ど
で
構
成
す
る
「
隠
岐
の
島
町

公
共
交
通
会
議
」
を
設
置
。
よ
り

よ
い
交
通
体
系
と
、
利
便
性
の
増

進
に
向
け
た
協
議
を
続
け
て
い
ま

す
。限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の

利
便
性
が
得
ら
れ
る
バ
ス
運
行
に

向
け
て
、
関
係
者
の
取
り
組
み
は

続
い
て
い
ま
す
。

�
�
利
用
�
�
�
�
�
路
線
�

�
地
域
公
共
交
通
会
議
�

バ
ス
路
線
を
よ
り
利
便
性
が
高

い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
協
議
を

進
め
る
「
地
域
公
共
交
通
会
議
」。

こ
こ
で
は
、
同
会
議
で
住
民
代
表

と
し
て
委
員
を
務
め
る
八
幡
晃
二

さ
ん
に
協
議
さ
れ
て
い
る
内
容
を

中
心
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
公
共
交
通
会
議
で
は
ど
の
よ
う

な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

減
少
す
る
利
用
を
増
や
す

た
め
、
利
便
性
向
上
の
方
策
等

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
例
で

す
が
、
行
政
、
医
療
な
ど
生
活

の
拠
点
が
あ
る
西
郷
へ
の
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
運
行
に
つ
い
て

協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
と
主
要
路
線
間
の
交
通
は

現
在
は
１
日
数
本
の
町
営
バ

ス
を
運
行
し
、
地
域
と
一
畑
バ

ス
路
線
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
空
い

た
時
間
に
デ
マ
ン
ド
方
式
（
利

用
者
の
要
望
に
あ
わ
せ
た
路
線

運
行
）
で
住
民
が
利
用
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
に
つ

い
て地

域
は
過
疎
高
齢
化
し
、
日

中
に
頼
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の

た
め
に
も
様
々
な
方
法
で
バ
ス

路
線
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
最
も
有
効
な
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
実
施
中
の
住
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
わ
か
る

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

バ
ス
運
営
の
基
本
的
な
方
針
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
１
年
間

で
詳
細
の
検
討
に
入
り
、
平
成

23
年
春
か
ら
は
新
し
い
バ
ス
路

線
運
営
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

地域公共交通会議委員
　八幡晃二さん

一畑バス
五箇・重栖線
伊後線
都万線（中条経由）
都万線（磯経由）
布施・飯美線
循環線

町営バス
連絡バス（乗合タクシー）
連絡バス（スクールバス混乗）
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Ｑ
．
公
共
交
通
会
議
で
は
ど
の
よ
う

な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

減
少
す
る
利
用
を
増
や
す

た
め
、
利
便
性
向
上
の
方
策
等

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
例
で

す
が
、
行
政
、
医
療
な
ど
生
活

の
拠
点
が
あ
る
西
郷
へ
の
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
運
行
に
つ
い
て

協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
と
主
要
路
線
間
の
交
通
は

現
在
は
１
日
数
本
の
町
営
バ

ス
を
運
行
し
、
地
域
と
一
畑
バ

ス
路
線
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
空
い

た
時
間
に
デ
マ
ン
ド
方
式
（
利

用
者
の
要
望
に
あ
わ
せ
た
路
線

運
行
）
で
住
民
が
利
用
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
に
つ

い
て地

域
は
過
疎
高
齢
化
し
、
日

中
に
頼
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の

た
め
に
も
様
々
な
方
法
で
バ
ス

路
線
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
最
も
有
効
な
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
実
施
中
の
住
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
わ
か
る

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

バ
ス
運
営
の
基
本
的
な
方
針
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
１
年
間

で
詳
細
の
検
討
に
入
り
、
平
成

23
年
春
か
ら
は
新
し
い
バ
ス
路

線
運
営
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

隠
岐
病
院
前
バ
ス
停
で
、
利

用
者
の
声
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

通
院
や
買
い
物
の
た
め
定
期

券
を
購
入
し
利
用
し
て
い
ま
す
。

車
を
持
た
な
い
年
寄
り
に
は
唯

一
の
移
動
手
段
で
す
の
で
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
ご
意
見　

■
今
年
か
ら
定
期
券
料
金
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く
安
く

し
て
ほ
し
い
。
■
あ
ま
り
利
用
し

な
い
が
、
車
を
持
た
な
い
人
の

た
め
に
も
路
線
は
残
し
て
ほ
し

い
。
■
週
に
１
回
は
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
乗
り
継
ぎ
が
不
便
で
、

数
時
間
待
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利用者に直撃 バス乗り場編

写真左から
藤田ヨシ子さん （犬来在住）
松野スミ子さん （布施在住）

路
線
維
持
に
全
力

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
へ

離
島
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、

航
路
・
空
路
・
陸
路
（
路
線
バ
ス
）

の
交
通
手
段
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
生
活
手
段
で
あ
り
、ま
た
一
方
で

は
観
光
を
中
心
と
す
る
地
域
活
性

化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。本

町
で
は
、
こ
れ
ら
交
通
手
段
に

つ
い
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
を
目
指
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
方

を
は
じ
め
、
全
国
の
離
島
自
治
体
と
協

力
を
し
な
が
ら
路
線
維
持
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

航
路
に
あ
っ
て
は
、隠
岐
汽
船
㈱
の

経
営
内
容
の
改
善
に
併
せ
て
、
真
に
島

民
の
交
通
手
段
を
守
る
こ
と
を
視
点

に
、
次
期
高
速
船
の
あ
り
方
、サ
ー
ビ

ス
の
醸
成
な
ど
の
実
践
に
併
せ
国
に
向

け
国
道
並
み
の
支
援
を
求
め
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
空
路
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
Ｌ

の
経
営
再
建
が
叫
ば
れ
る
中
、
本
年
10

月
ま
で
の
出
雲
、大
阪
便
存
続
に
加
え

５
周
年
を
迎
え
ま
す
夏
季
ジ
ェ
ッ
ト
便

の
就
航
も
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
便
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
羽
田
〜
隠
岐
直
行
便
の
就
航
を

目
指
し
、
７
月
下
旬
、
８
月
下
旬
の
搭

乗
率
強
化
対
策
を
実
施
し
、
改
め
て
搭

乗
率
80
％
を
実
現
す
る
よ
う
取
り
組
む

と
こ
ろ
で
す
。

本
町
の
陸
路
に
つ
い
て
は
、
運
行

ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
な
ど
み
な
さ

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
を
頂
い
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
ご
意
見
に
応
え
る
べ
く
、

利
便
性
の
増
進
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
必
要
と
な
る

事
項
に
つ
い
て
、
現
在
「
地
域
公
共
交

通
会
議
」
に
お
い
て
、
今
年
３
月
末
を

取
り
ま
と
め
期
日
と
し
、
見
直
し
案
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。公

共
交
通
網
の
充
実
は
、町
の
振
興・

活
性
化
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

隠岐の島町　観光商工課
課長　池田高世偉

離
島
交
通
�
�
支
援
模
索�

県
�
県
議
会
�
�

活発な意見交換が行われた県議会
による中山間地域 ・ 離島調査

島
根
県
で
は
、
公
共
交
通
に
対

す
る
様
々
な
財
政
支
援
な
ど
の
他

に
、
島
根
県
過
疎
・
中
山
間
地
域

対
策
研
究
会
を
設
置
し
、
離
島
な

ど
過
疎
地
に
有
利
な
特
別
法
が
失

効
す
る
来
年
度
以
降
に
備
え
、
新

法
制
定
時
に
お
け
る
課
題
と
対
策

案
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
議
会
で
も
、
中
山

間
や
離
島
の
維
持
活
性
化
の
調

査
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
21
年
５
月
か
ら
中
山
間
地

域
・
離
島
調
査
特
別
委
員
会
（
委

員
長
福
田
正
明
議
員
）
を
設

け
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
、
同
委
員
会
は
調

査
の
た
め
本
町
を
訪
れ
、
交
通

関
係
機
関
や
自
治
会
組
織
の
代

表
な
ど
と
、
島
民
の
生
活
路
線

で
あ
る
隠
岐
航
路
へ
の
国
の
支

援
強
化
や
、
バ
ス
路
線
に
お
け

る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
活
用

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

要
望
や
提
言
は
島
根
県
議
会

に
持
ち
帰
ら
れ
、
今
後
の
支
援

策
に
活
か
さ
れ
る
予
定
で
す
。

公共交通機関便利情報

■隠岐汽船

【回数旅客乗船券】片道２等旅客運賃の10倍の額で

券片は11枚綴り。有効期間　発行日を含めて３ヶ月間。

■日本航空

【離島航空割引カード】島民向けの割引カード。カード

利用で、隠岐－出雲便航空券12,300円が9,550円で購入で

きる。役場観光商工課、各支所で発行。手数料無料。要本人の顔写真。

【松江・出雲・米子パック商品】

指定ホテル１泊 + 隠岐出雲便往復飛行機利用でのお得な料金設定パック

※要予約一畑トラベルサービスまで

【当日シルバー割引】満65歳以上の方で当日空席がある

場合に利用可能。大阪便では片道半額程度で購入できる。

■隠岐一畑交通

【通学定期券】

通学制を対象に発行1カ月12,000円（限度額）。

3カ月の場合は1カ月定期券の３倍から５％引き

【福祉定期券】70歳以上の方を対象に発行半年15,000円。全路線を対象

とした乗り放題定期券。
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6

入
幕
�
前
進
!

入
幕
�
前
進
!

隠
岐
�
海
関

島
根
県
か
ら
88
年
ぶ
り
の

入
幕
に
期
待
高
ま
る

�
�
町
�
郷
土
力
士
�
隠
岐
�
海
関

�
24
歳
�
�
�
東
十
両
二
枚
目
�
迎
�
�
平

成
二
十
二
年
一
月
場
所
�
10
勝
�
敗
�
勝

�
越
�
�
決
�
�
三
月
場
所
�
�
幕
内
昇

進
�
濃
厚
�
�
�
�
�
�

新
入
幕
�
果
�
�
�
�
大
正
11
年
�
若

常
陸
�
太
刀
�
海
以
来
88
年
�
�
�
島
根

県
出
身
�
幕
内
力
士
�
誕
生
�
�
�
�
�

�
�
�
期
待
�
高
�
�
�
�
�
�
�

試
練
�
�
年

２
０
０
９
年
を
振
り
返
る
と
、
隠
岐
の
海

関
に
と
っ
て
決
し
て
順
風
満
帆
な
１
年
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
二
十
一
年
初
場
所
を
全
勝
優
勝
で
飾

り
十
両
昇
進
を
決
め
た
華
や
か
な
年
明
け
で

し
た
が
、
新
十
両
力
士
隠
岐
の
海
と
し
て
臨

場　所 番　付 勝　敗

２１年三月場所 十両七枚目 4勝11敗

２１年五月場所 十両十三枚目 5勝10敗

２１年七月場所 幕下四枚目 4勝3敗

２１年九月場所 十両十四枚目 10勝5敗

２１年十一月場所 十両五枚目 8勝7敗

２２年一月場所 十両二枚目 10勝5敗

隠岐の海関　昨年からの番付推移

飛躍
2010

（土俵写真提供） 谷口英郎氏
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隠岐郷土力士後援会会長

藤 村 一 男　さん

輝かしい初場
所において、十
両東二枚目で堂々
十勝五敗の好成績
でスタートとなりまし
た。今後においては、今日までの実績を
基本として、自己の相撲道に向かって全
力で取り組み、大相撲界の中心的存在と
して、尚一層の躍進を祈念いたします。

西郷相撲クラブ会長

中 西 正 美　さん

小学、中学と
厳しい稽古に泣
いて帰っても、翌
日には必ずやってく
る少年でした。
幕内の立ち合いは十両とは全く違いま
すが、自分の形になると強い力士ですの
で、しっかり稽古を積み、さらに上を目
指してもらいたいです。

西郷小学校６年生

青砥芳和　さん

僕も昨年は国
技館の土俵に２回
上がりました。今、
西郷相撲クラブでけ
いこをがんばっています。
隠岐の海関、どうか横綱をめざしてがん
ばってください。※青砥さんは、昨年8月
に開催された全国小学生相撲大会中国大
会で、みごと優勝を収めました。

隠岐水産高等学校校長

高 梨 政 司　さん

　初場所「隠岐
の海関」の大活
躍、母校として大
きな喜びで一杯です。
また、島内外の皆様
がたからの温かいご声援に心から感謝い
たします。今後とも「夢（横綱）はでっかく、
根はふかく」水産魂をもって精進を重ね
更なる躍進を祈ります。

ん
だ
三
月
場
所
の
初
日
に
右
肩
を
負
傷
。
そ
れ

で
も
欠
場
は
せ
ず
、
満
身
創
痍
で
戦
い
続
け
ま

す
が
、
二
場
所
続
け
て
の
負
け
越
し
に
よ
り
、

一
旦
は
幕
下
へ
戻
り
ま
す
。

ひ
た
す
ら
稽
古
に
打
ち
込
む
こ
と
で
、
試
練

の
時
期
を
耐
え
た
と
い
う
隠
岐
の
海
関
、
同
年

七
月
場
所
で
勝
ち
越
し
十
両
に
返
り
咲
く
と
、

九
月
場
所
か
ら
３
場
所
連
続
で
勝
ち
越
す
活
躍

を
み
せ
、
待
望
の
新
入
幕
へ
一
気
に
弾
み
を
つ

け
た
の
で
し
た
。

�
�
�
�
飛
躍
�
年
�

三
月
場
所
を
間
近
に
控
え
る
隠
岐
の
海
関

に
、
現
在
の
心
境
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

―

近
況
�
�
聞
�
�
下
�
�
�

「
先
々
場
所
、
磋
牙
司
関
と
の
取
り
組
み
で
、

一
本
背
負
い
の
よ
う
な
形
で
負
け
た
時
、
自
分

で
は
勝
ち
を
確
信
し
ま
し
た
が
、
詰
め
の
甘
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
前
へ
出
て
ま
わ
し
を
取
る
自

分
の
相
撲
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て
精
進
し
て
い
き

ま
す
。」

―

来
場
所
�
向
�
�
�
抱
負
�
�
�
�
聞
�
�

�
�
�
�
�

「
10
勝
以
上
し
敢
闘
賞
を
め
ざ
す
、
そ
ん
な

意
気
込
み
で
臨
み
ま
す
。
そ
し
て
良
い
結
果
が

出
せ
れ
ば
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
も

と
へ
、
竹
谷
君
と
共
に
報
告
に
帰
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。」

現
在
、
日
々
厳
し
い
稽
古
に
明
け
暮
れ
て
い

る
隠
岐
の
海
関
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
、
み

ん
な
で
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。

上位めざし猛稽古
竹谷力士

昨年から足の怪我に悩まされ、
辛い時期を過ごした竹谷力士。
三月場所を前に、近況などを聞
きました。
「両足に負っていた怪我もよう
やく全快しました。今は、上位
を目指して日々猛稽古に励む毎
日です。」
体調も意気込みも万全の様子。

今年の相撲界を賑わせてくれる
に違いありません！

１月２７日（水）、隠岐の海関の母校で
ある隠岐水産高校で、一月場所の勝ち
越しを祝うセレモニーが行われました。
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j a k W g B s
決意を新たに
平成２２年 消防出初式行われる

1/ ６

１月６日（水）、隠岐島文化会館で行われた「消防出初式」
に、町内各地域の消防団から約３５０名が参加し、今年１
年の安全を誓いました。式典に先立って総合体育館前で行

神聖な火に願いを託す
今津のとんど行事

1/ １５

氷点下の冷え込みとなった１月１５
日（金）の早朝、今津漁港で、豊漁
や無病息災など様々な願いを神聖な
火に託すとんど行事が行われました。
炎に包まれる巨大ヤグラ、下帯姿

で次々に海に飛び込む若者たち…隠
岐の新春を代表するこの勇壮な行事
も、若者の減少により維持が大変で
すが、地域の人たちの情熱がしっか
りと支えています。

放課後学習に高校生が協力
隠岐高校と有木小学校1/２９

自然に感謝し豊作を祈る
都万目の荒神さん1/１７

１月１７日（日）、都万目地区で、荒神さんを祀る行事が
行われました。藁で編んだ約１０ｍの大蛇を、降り積もっ
た雪の中、近くの山の中腹まで担ぎ、今年1年の豊作を祈
りました。

われた礼式訓練では、雪が降りしきる厳寒の空のもと、寒
さをものとしない団員の機敏な動きで、日頃の練習の成果
が披露されました。

将来、教育に携わる仕事をしたいと考えている隠岐高
校生徒が、隣接する有木小学校の放課後学習の指導補助
を行っています。週３回程度、１０名余りの高校生が小学
校を訪ねるこの取り組み、小学生に大変好評で、お兄さ
んやお姉さんの話に真剣に耳を傾けています。



9

�
�
�
�
年
�
�
�
�
道
�

２
０
０
９
年
の
年
の
瀬
、
わ
が
町

に
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生
と
い
う
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
２
部
（
Ｊ
２
）

カ
タ
ー
レ
富
山
へ
の
入
団
が
発
表
さ
れ

た
の
は
、
隠
岐
の
島
町
栄
町
出
身
の
平

野
甲
斐
さ
ん
（
22
歳
）。

西
郷
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
た
一
人
の
少
年
の
夢
が
、

今
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
少
年
�
海
�
越
�
�

平
野
さ
ん
が
本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
の
は
小
学
３
年
生
の
と
き
。
町

に
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
皆
無
だ
っ

た
当
時
、
隠
岐
水
産
高
校
に
体
育
教
師

と
し
て
赴
任
し
た
先
生
が
、「
島
の
子
ど

も
た
ち
に
も
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
体
験
さ

せ
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
「
西
郷
Ｓ
Ｃ
」
を
結
成
。
こ

の
ク
ラ
ブ
で
の
練
習
が
サ
ッ
カ
ー
人
生

の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

小
学
４
年
生
以
降
は
、
西
郷
小
学
校

の
先
生
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
松
江
・

県
ト
レ
セ
ン
（
優
秀
な
選
手
を
集
め
強

化
練
習
を
行
う
制
度
）
の
選
手
と
し
て

島
と
本
土
を
往
復
す
る
生
活
に
。

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
へ
の
夢
が
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
っ
た
平
野
さ
ん
は
、
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
く
に
び
き
Ｆ
Ｃ
に
入
る
た
め

両
親
を
説
得
し
、
浜
山
中
学
入
学
と
同

時
に
出
雲
で
の
下
宿
生
活
を
始
め
ま
す
。

「
あ
の
時
、
一
人
暮
ら
し
を
許
し
て
く
れ

た
両
親
と
、
下
宿
先
で
家
族
同
様
に
面

倒
を
み
て
く
れ
た
伊
藤
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
り
ま

す
。」
と
感
謝
も
し
き
り
で
す
。

小学校時代にサッカーを練習した西郷Ｓ C と交流 （１月３日）

立
正
大
学
淞
南
高
校
で
は
、イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
国
体
、
全
国
選
手
権
に
出
場
。

滋
賀
県
の
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

に
入
学
後
は
、
主
力
選
手
と
し
て
フ
ォ

ワ
ー
ド
を
中
心
に
活
躍
し
、
チ
ー
ム
を

関
西
学
生
リ
ー
グ
初
優
勝
へ
と
導
き
ま

し
た
。
ま
た
、
関
西
学
生
選
抜
の
選
手

に
２
度
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
乗
�
越
�

学
生
リ
ー
グ
で
、
優
秀
選
手
、
ア
シ

ス
ト
王
な
ど
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
収
め
た

平
野
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
入
団
が
決
ま

る
ま
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
な
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。「
途
中
で
止
め
よ
う

か
と
思
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
が

ん
ば
り
ま
し
た
。」
と
振
り
返
り
ま
す
。

西
郷
Ｓ
Ｃ
時
代
の
監
督 

野
津
寿
天
さ

ん
（
都
万
在
住
）
は
、「
平
野
君
は
人
一

倍
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
、超
負
け
ず
嫌
い
。

遠
征
試
合
の
際
、
宿
泊
先
で
朝
５
時
か
ら

起
き
て
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
精

神
的
な
強
さ
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
き
っ

と
活
躍
し
て
く
れ
る
は
ず
。」
と
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
す
。

今
年
１
月
か
ら
カ
タ
ー
レ
富
山
の
合
宿

所
に
入
っ
た
平
野
さ
ん
、「
１
日
も
早
く

Ｊ
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ
こ
と
が
隠
岐
の
島
へ

の
恩
返
し
で
す
。」
と
気
合
も
充
分
で
す
。

得
意
の
ド
リ
ブ
ル
突
破
を
活
か
し
た

シ
ュ
ー
ト
、
ア
シ
ス
ト
で
、
大
き
な
飛

躍
の
年
に
キ
ッ
ク
オ
フ
！

●プロフィール
1987 年 8 月16 日隠岐
の島町生まれ。サンフレッ
チェくにびきFC入団に
より出雲市の浜山中学へ
入学。立正大学淞南高校
からびわこ成蹊スポーツ
大学に進み関西学生サッ
カーリーグでチームを初
優勝に導く。2010年1月、
カターレ富山入団。

写真（上）１月３日、西郷

ＳＣとの交流試合会場に

て（左）1月4日、隠岐の島

町役場訪問の際、町長と

飛躍
2010

隠岐の島町初の
Ｊリーガー誕生！

Jリーグ（J2）カターレ富山所属

（ＦＷ）平
ひ ら の

野 甲
か い

斐　さん
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特
典
が
盛
り
だ
く
さ
ん

募
集
期
間
中
（
３
月
１
日
〜
４
月
30
日

ま
で
）
に
会
員
と
な
っ
た
方
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

個
人
会
員
（
①
〜
③
）
に
な
れ
ば
、
ク

ラ
ブ
が
主
催
す
る
す
べ
て
の
教
室
に
参
加

で
き
ま
す
。

団
体
会
員
は
、
10
名
以
上
で
構
成
さ
れ

た
職
域
や
定
期
利
用
団
体
等
と
な
っ
て
い

ま
す
。
団
体
会
員
は
週
１
回
（
年
間
48
回

迄
）
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
使
用
が
可

能
で
す
。（
但
し
、
団
体
会
員
は
ク
ラ
ブ
が

主
催
す
る
教
室
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準

備
委
員
会
で
は
、
町
民
の
誰
も
が
「
気
軽
に

元
気
に
楽
し
く
」
体
を
動
か
し
、
健
康
で
豊

か
な
「
人
づ
く
り
仲
間
づ
く
り
」
が
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
、
本
年
４
月
の
ク
ラ
ブ
設
立

に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ク
ラ
ブ
の
年
会
費
と
特
典
、

教
室
種
目
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
員
と
年
会
費

１
．
一
般
個
人
会
員
（
１
万
２
千
円
）

２
．
高
校
生
会
員
（
６
千
円
）

３
．
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
６
百
円
）

４
．
団
体
会
員
（
６
千
円
×
人
数
「
10

名
以
上
を
対
象
」）

５
．
飛
び
入
り
会
員
（
１
回
５
百
円
）、

６
．
団
体
登
録
会
員
（
競
技
団
体
等
大

会
使
用
料
年
間
支
援
）

の
６
種
類
で
す
。

ク
ラ
ブ
教
室
種
目
が
豊
富

健
康
体
操
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、

ド
ッ
ジ
ビ
ー
）、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
卓
球
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ス
ポ

ン
ジ
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
水
泳
・
ヨ
ッ
ト
・
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
教
室
（
※
７
、８
月
限
定
）
そ

の
他
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
開
催
等

会
員
募
集
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

友
人
・
知
人
・
家
族
な
ど
、
気
の
合
っ

た
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ク
ラ
ブ
の
入
会
に
つ
い
て
は
、
所
定
の

入
会
申
込
書
に
、
年
会
費
を
添
え
て
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
窓
口
ま
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

隠
岐
の
島
町
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

事
務
局
（
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
）
電
話
２
ー
２
１
２
６

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険加

入
受
付
開
始

平
成
22
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
５
名
以
上
の
団
体
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
を
行

う
際
に
発
生
す
る
事
故
や
第
三
者
に
与

え
た
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
」制
度
の
活
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
団
体
も
22
年
度
は

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

教
育
委
員
会
・
各
公
民
館
・
総
合
体

育
館
・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
等
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
内
容 

■
保
険
期
間　

平
成
22
年
４

月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日　

■
対

象
範
囲　

団
体
の
管
理
下
で
の
活
動
中

の
事
故
及
び
そ
の
往
復
中
の
事
故　

■

補
償
内
容　

障
害
保
険
、
賠
償
責
任
保

険
、
共
済
見
舞
金　

※
加
入
区
分
に
よ

り
異
な
り
ま
す

■
お
問
い
合
せ
先　

隠
岐
の
島
町
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

電
話
２
‐

２
１
２
６

健康体操

卓球
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隠岐の島町図書館
電話 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198

●開館時間10 時～18 時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

暮らしに役立つ図書館講座開催
～サミーラさんに学ぶ海士町のまちづくり～

2008 年に開催された「外国人による日本語弁論大会」
の優勝者サミーラ・グナワラデナさんをお迎えし、海士町
のまちづくりに関わった経験などを語っていただきます。
サミーラさんは1981年スリランカに生まれ、2001年

留学生として来日し、2006 年 9月から海士町観光協会
の商品開発研修生として活躍されています。

演題：海士町のまちづくり
～若者・馬鹿者・よそ者～（仮称）

講師：サミーラ・グナワラデナさん
日時：３月６日（土）午後３時～４時半
場所：隠岐の島町図書館研修室

高齢者向けサービス
文字が大きい大活字本のご紹介

最近、小さい字が読みづらくなってきて本が読めな
いとお困りの方はいらっしゃいませんか？
そんな方に大活字本をご紹介します。大活字本は、

通常の本の約 3倍の大きさの活字で書かれ、とても
読みやすく作られてい
ます。図書館には約
530 冊の蔵書があり、
雑誌コーナーの奥に
置いてあります。

本だけでなく、 CD にも著名人の講話集や落語、

名作の朗読シリーズなどいろいろ揃っています。 もちろ

ん借りることも、図書館の中で聞くこともできますので、

お気軽にご利用ください。

また、 読みたい本をお近くの公民館まで取り寄せる

こともできます。 気になる本がありましたら図書館まで

お電話ください。

第
13
回
石
見
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
が
浜
田

市
の
島
根
県
立
石
見
武
道
館
で
１
月
18
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
か
ら
は
、
隠
岐
柔
友
会
所
属
の

13
名
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
出
場
し
大
活
躍

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
４
０
０
名
も
の
選
手
が
県

内
か
ら
参
加
す
る
県
下
最
大
の
柔
道
大
会
で
す

が
、
今
回
６
名
の
隠
岐
の
島
町
の
選
手
が
入

賞
す
る
と
い
う
と
て
も
よ
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
惜
し
く
も
入
賞
が
な
ら
な
か
っ
た
み
な
さ

ん
も
善
戦
し
て
と
て
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
隠
岐
の
子
ど
も
た
ち

が
離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
に
対
外
的
な
試
合
に
出

場
す
る
機
会
が
少
な
い
な
か
、
隠
岐
柔
友
会
は

積
極
的
に
町
外
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
大
会
を
経
験
す
る
こ

と
で
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
く
向
上
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
地
域
で
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス高齢者向けサービス

文字が大きい大活字本のご紹介
高齢者向けサービス高齢者向けサービス

隠
岐
柔
友
会
�
選
手
�
活
躍
�
石
見
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
�

TOPICS

 写真下が大活字本（通常図書と比較） 【
大
会
成
績
】

優
勝　

青
砥
芳
和
（
西
郷
小
６
年
）
高
学
年

男
子
40
㎏
以
上
の
部　

２
位　

田
中
廉
平（
有

木
小
５
年
）
高
学
年
男
子
40
㎏
未
満
の
部
、

松
井
孝
弘
（
西
郷
小
４
年
）
中
学
年
30
㎏
以

上
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
佐
々
木
そ
ら
（
有
木

小
１
年
）
低
学
年
25
㎏
未
満
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク　

３
位　

小
平
玲
雄
（
有
木
小
５
年
）
高

学
年
男
子
40
㎏
未
満
の
部　

４
位　

藤
田
航

輝
（
飯
田
小
４
年
）
中
学
年
30
㎏
以
上
の
部

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

（
敬
称
略
）

石見武道館少年柔道大会で活躍した選手たち
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しごとの現場

豊
�
�

和
�

生
活
�

届
�
�

い
草
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
る
と
い

う
落
ち
着
き
あ
る
空
間
を
生
み
出
す

日
本
独
特
の
敷
物
「
畳
」。

そ
の
起
源
は
古
事
記
（
７
１
２
年
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
室
町
時
代
に
は

現
在
の
様
式
が
確
立
、
江
戸
時
代
中

期
は
広
く
庶
民
に
も
普
及
し
、
今
日

ま
で
長
く
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
し
ご
と
の
現
場
は
、
隠
岐

の
畳
作
り
の
現
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
に
就
い
て
、
数
え
れ
ば

40
年
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。」

そ
う
笑
い
な
が
ら
話
す
佐
々
木
さ

ん
は
、
父
親
の
代
か
ら
続
く
畳
店
を
経

営
し
て
い
ま
す
。

店
は
創
業
か
ら
60
余
年
。
店
内
に

は
伝
統
の
道
具
や
資
材
が
所
せ
ま
し
と

並
び
ま
す
。

「
高
校
卒
業
後
は
大
阪
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
21
歳
の
時
、
店
を
経
営

し
て
い
る
親
が
病
気
と
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
島
に
帰
り
ま
し
た
。」

帰
郷
後
、
畳
づ
く
り
の
仕
事
が
始

ま
り
ま
す
が
、
一
通
り
の
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
２
、３
年
の
歳

月
が
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。
畳
作
り

に
は
お
お
ま
か
に
、畳
床
と
よ
ば
れ
る

畳
の
骨
格
の
作
成
、
畳
表
の
裁
断
と

畳
床
の
四
隅
へ
の
縫
い
付
け
、
畳
の
長

辺
に
縁
と
呼
ば
れ
る
布
を
縫
い
付
け

る
な
ど
の
工
程
が
あ
り
ま
す
が
、
畳

が
床
に
き
ち
ん
と
敷
か
れ
る
た
め
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
確
か
な
技
術

が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

業
界
を
取
り
巻
く
苦
境

以
前
は
盆
や
正
月
に
な
る
と
畳
の
表

面
と
裏
面
を
裏
返
し
に
し
て
使
う
表
返

し
や
、
畳
の
表
面
を
交
換
す
る
表
替
え

の
注
文
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
は
住
宅
の
洋
風
化
や

不
況
等
に
よ
り
注
文
は
減
っ
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し
て

良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
洋
風

建
築
に
一
部
畳
を
取
り
入
れ
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
よ
う
に
使
用
す
る
な
ど
、そ
の
価

値
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本

文
化
を
守
る
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
。」

歴
史
が
育
ん
だ
優
れ
た
力
を
活
か
す

「
畳
は
伝
統
あ
る
敷
物
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
実
用
面
で
は
断
熱
性
と
弾
力

性
が
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
寝
転
ん
で
休
め
る
な
ど
機
能
的
に

優
れ
て
い
ま
す
。日
々
の
掃
除
や
手
入

れ
次
第
で
30
年
は
使
え
る
耐
久
性
も
自

慢
で
す
。」

日
本
伝
統
の
畳
は
、
優
れ
た
利
点
を

熟
成
し
続
け
、今
後
も
親
し
ま
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

12

34
5

6

１．畳表をほどき裏返す。２．畳表の短編を畳床に縫いつけ
る。３．反対側は畳表にしわがつかないよう畳を曲げて縫い
つける。４．長編を畳に合わせて切り縁と一緒に縫いつける。
５．縁を折り返して縫いつける。６．しわをとり完成

佐々木畳店
佐々木清敏さん（61歳）
佐々木さんはお父さんが創業した畳店に４０年前

に就職。現在は家業を継ぎ店を切り盛りする。

創業から６０余年。職人の技で島内の家々に畳

を届けている。

畳づくりの工程（表返し）

●
今
回
の
取
材
先

隠
岐
の
島
町
西
町

佐
々
木
畳
店

電
話
２
‐
０
５
４
９
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隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　

Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
誕
生

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
イ
オ
ン

株
式
会
社
は
、
隠
岐
諸
島
地
域
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
よ
る
環
境
保
全
・
観
光
振
興

お
よ
び
地
域
振
興
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
提
携
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
、

平
成
22
年
４
月
初
旬
よ
り
島
内
及
び
中
国
地

区
で
電
子
マ
ネ
ー
「
隠
岐
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
を
発

売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
隠
岐
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
イ
オ
ン
の
電
子
マ

ネ
ー
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
に
、
隠
岐
諸
島
を
象
徴

す
る
風
景
等

を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で

す
。当

カ
ー
ド

が
全
国
の
Ｗ

Ａ
Ｏ
Ｎ
加
盟

店
で
利
用
さ

れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
売

り
上
げ
の
一

部
が
、「
隠

岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
に
寄
付
さ
れ
、

隠
岐
諸
島
地
域
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を

め
ざ
し
た
活
動
と
環
境
保
全
及
び
地
域
振
興

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

事
務
局
） 

電
話 

２―

２
１
２
６

春
秋
叙
勲
候
補
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方

の
推
薦
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
一
般
推
薦

制
度
）。

春
秋
叙
勲
候
補
者
の

一
般
推
薦
制
度
に
つ
い
て

推
薦
に
は
次
の
よ
う
な
一
定
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

候
補
者
�
要
件

・
国
家
又
は
公
共
に
対
し
て
功
労
の
あ
る
（
概
ね

20
年
以
上
活
動
）
方
で
、
70
歳
以
上
の
方
等

・
自
分
自
身
や
二
親
等
以
内
の
親
族
関
係
に
あ
る

方
の
推
薦
は
不
可

詳
し
く
は
、
次
の
窓
口
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
担
当
窓
口　

内
閣
府
賞
勲
局
総
務
課
一
般
推
薦

担
当
（
電
話
）
０
３
‐
３
５
８
１
‐
２
８
６
８

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
内
閣
府
賞
勲
局
）

http://w
w
w
8.cao.go.jp/intro/kunsho/

index.htm
l

新たな特産品をめざして

隠岐の椿油を製品化

津戸の女性グループ 「福椿の里 隠岐椿花宮会 （会

長：濱田厚子さん）」 と隠岐 NPO （代表 岡田智子さん）

の協働により、 島内に自生するヤブツバキの種から採取

した天然油100％のスキンオイルが製品化されました。

町内で採取されたヤブツバキの種から質の高いもの

を選び、 県内の化粧品メーカーに製造を委託します。

製品名は、 「隠岐椿油  女神のしずく」。 化学薬品等一

切使用しないため、 肌に優しいそうです。

この椿油、 産直問屋しおさい・観光協会・空港の売

店やショッピングセンターなどで販売する他、 県内外に

出荷し、 地域の活性化をめざします。

●お問い合わせ　隠岐椿花宮会 ℡ 08512-6-2911

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏 

名
）  

（
地
区
） 

（
保
護
者
）

齋
藤 

優ゆ
う
ひ姫 

中
町 

齋
藤　

司

是
津 

優ゆ
う
か花 

西
町 

是
津
秀
樹

藤
田 

修し
ゅ
い維 

栄
町 

藤
田
拓
司

澤
田 

海か
い
と斗 

郡 

澤
田
和
明

戸
田 

楓か
え
で 

下
西 

戸
田
正
郎

藤
原 

巧た
く
と人 

東
郷 

藤
原
幸
夫

谷 

心こ
こ
あ愛 

栄
町 

谷　

広
明

是
津 

葵あ
お
し志 

下
西 

是
津
隆
将

 

樹た
つ
き 

港
町 

　
　

慎
一

宮
﨑 

琉り
ゅ
う
せ
い星 

東
町 

宮
﨑 

晃

矢
内 

悠ゆ
う
た太 

下
西 

矢
内 

勤

ご
結
婚

（
氏 

名
）  

（
地
区
）

夫 

小
村 

正
人 

北
方

妻 

吉
村 

幸
江 

飯
田

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

三
島 

ト
メ 

栄
町 

99
歳

井
上 

岩
雄 

飯
田 

90
歳

（
敬
称
略
）

※
１
月
31
日
ま
で
の
申
込
み
受
付
分

１本５０ミリリットル入り １８００円
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宅配便、郵便で自宅から

自動車の登録、届出の手続きが出来ます！
島根県行政書士会所属　自動車の手続取扱

吉田昭二事務所　☎ 0852-37-2262
標準料金 普通車名義変更・廃車　7,000円から

軽四輪名義変更・廃車　5,000円から
その他　
※新車手続、住所・氏名変更、車検証の再交付、希望ナンバー
の取得、二輪車登録の取り扱いも行っています。
※普通車のナンバープレートについては隠岐の島町役場で封
印が受けられます。

車の登録届出は色 と々種類がありますので事前に電話でご相
談ください。必要な書類はすぐにFAX又は郵送いたします。

〒690-0024　島根県松江市馬潟町３９－７（国道９号線沿、島根陸運支局より２００ｍ）
TEL０８５２－３７－２２６２・FAX０８５２－３７－２２６３

〔夜間・休日〕      TEL０８５３－７２－８６０５・０９０－３３７５－４３８７

車の手続きについて
電 話 相 談 歓 迎

 
隠岐の島町岬町中ノ津
電話 ０８５１２-２-６５６６

地産地消でおいしいお米を食べましょう!

こめや米穀店
隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。 お米の地方発送も
承ります ( 箱代サービス )。 お気軽にお電話、 お問い合わせ下さい。

もち米　１升 /840円
玄　米　1kg/370円

米５kg以上お買い上げの
方にお得な粗品進呈中！

隠岐の島町有木山崎 18

代　表 繁浪只男

ＦＡＸ 2-0903

定休日 毎週日曜日

隠岐産こしひかり

2-0900有木山崎

お買得

5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

要予約・一日一組様限定
【送迎も致します。】

４名様以上

お一人様 おまかせで 4,000 円より

（２級訪問介護員ドライバー）

ご利用案内　まずはお電話でご相談下さい。
●お買い物・イベント見学に（要介護・要支援の方） 
●車いす・ストレッチャーでの通院（歩行困難の方）
※介護保険適用外

福祉タクシー さ か え
電話　5-3099（予約制） 

あなたの街の福祉タクシーです！
おでかけをあきらめていたお客様、まずはお電話下さい。

2 月1日スタート

◎運転代行業務も承ります。 代表　八幡真一

無料配達いたします。（旧西郷町限定）
お気軽にお電話・ファックスください！
取扱品 ： 食品、日用品、葬祭花かご他

 

営業：朝８時～夜７時　定休日：日曜日　代表：武田浩志
人気です！手作り弁当！ 炊き込み弁当！ お惣菜！

重いものから軽いものまで、皆様の
手となり、足となり、宅配いたします。
（営業時間以外でも対応いたします。）

（港町）
電話　2-0227
FAX 2-1448武田商店
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カラーセラピーとは色のもつ力を利用するセラピーです。
色は心のことばです。あなたが無意識に選んだ色には、あ
なたの心が映し出されています。
選んだ色から心身の状態を判断し、心や体に必要な色を処
方する。それがカラーセラピーの基礎となります。

カラーセラピーとは色のもつ力を利用するセラピーです。
色は心のことばです。あなたが無意識に選んだ色には、あ
なたの心が映し出されています。
選んだ色から心身の状態を判断し、心や体に必要な色を処
方する。それがカラーセラピーの基礎となります。

お問い合わせは　　　2-0220

新生活応援フェア開催中！
新規・機種変更でスクラッチ宝くじプレゼント!

隠岐の島町原田1501-4
隠岐

お問い合わせは　　　2-0220 営業時間 9:00～19:00まで 定休日なし

闇夜…小泉八雲が再話した
「怪談」ゆかりの地を訪ねて 
地元語り部が静かに思いを込めて
怪談の世界にご案内します。 

行き先 松江城ギリギリ井戸
 月照寺 ・清光院 ・大雄寺 

出発日 3/13 （土） 3/27 （土）  4/3 （土）　4/10 （土） 4/17 （土）

出発時刻 3 月 17:10 ～　　　4 月18:10 ～ （所要 2 時間 30 分） 

旅行代金 1500 円 （大人・小人同額） 

申込み先 松江ツーリズム研究会 （島根県知事登録 3 －72 号）

総合旅行業務取扱管理者　高橋保 （電） ０８５２ ‐ ２３ ‐ ５４７０ 2-02202-02202-02202-02202-0220
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1 日 月 図書館休館日

2 日 火 隠岐共生学園第一保育所１日入園

3 日 水 子どもの松原再生植樹活動（屋那の松原、中村
防風林）

4 日 木 隠岐油槽所竣工式

5 日 金
6 日 土

暮らしに役立つ図書館講座 『「外国人による日
本弁論大会」の優勝者が語る海士町のまちづ
くり』 15：00 ～16:30 

7 日 日 サックスミニコンサート　14:00 ～ 生涯学習セ
ンター

8 日 月 議会定例会（19日まで）図書館休館日

9 日 火 人権相談　13:00～15:00　五箇支所分庁舎    
年金相談　13:00～16:00　ふれあいセンター

10 日 水 年金相談　9:30 ～12:00 ふれあいセンター    
隠岐共生学園第二保育所１日入園

11 日 木 議会定例会一般質問

12 日 金
13 日 土 隠岐共生学園乳児保育所お別れ会

14 日 日 隠岐そば祭り　11:00 ～ 役場本庁駐車場

15 日 月 図書館休館日

16 日 火
17 日 水 布施小中・西郷中・西郷南中・中村中・五箇中・

都万中学校卒業式

18 日 木 中村小学校卒業式

19 日 金 西郷小・飯田小・中条小・有木小・磯小・五箇小・
都万小学校卒業式

20 日 土 文化学院幼稚園卒園式

21 日 日 春分の日 大久小学校卒業式 大久小・中村小中・
布施小中・那久小学校閉校式  図書館休館日

22 日 月 振替休日 図書館休館日

23 日 火 図書館休館日

24 日 水 飯田小学校閉校式

25 日 木 原田保育所・下西保育所・中村保育園修了の集
い 隠岐共生学園第一・第二・夜間保育所修了式

26 日 金 双葉保育園・日の丸保育所・ごか保育園修了式　隠
岐法律相談　13:00 ～（文化会館）※要予約・有料

27 日 土 都万保育所修了の集い

28 日 日 花生神社祭礼風流（町指定無形民俗文化財）

29 日 月 双葉保育園１日体験入園 図書館休館日

30 日 火
31 日 水

▼
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
な
ら
一
度
は
経

験
す
る
で
あ
ろ
う
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
。
２
台

の
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
私
は
冬
場
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
冬
は

昨
年
購
入
し
た
車
の
タ
イ
ヤ
を
は
じ
め
て
交

換
す
る
こ
と
に
。
い
つ
も
ど
お
り
の
は
ず
で

油
圧
式
ジ
ャ
ッ
キ
を
押
し
込
み
ま
し
た
が
ど

う
も
手
ご
た
え
が
あ
や
し
い
。
手
を
止
め
て

見
る
と
固
い
と
見
込
ん
で
い
た
金
属
部
分
を

へ
こ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
思
い
込
み
と
は
怖

い
も
の
。
車
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ッ
キ
を
か
ま
せ

る
ポ
イ
ン
ト
は
違
う
そ
う
で
す
の
で
こ
の
春

タ
イ
ヤ
交
換
を
さ
れ
る
方
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
S
）

▼
油
井
海
岸
を
望
む
丘
の
上
に
白
く
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
る
ス
イ
セ
ン
群
。
あ
た
り
一
面
に

漂
う
甘
い
香
り
は
、
冷
た
い
空
気
の
中
に
も
春

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
散
策
す
る
う
ち
に
、「
早

春
賦
」、「
ど
こ
か
で
春
が
」
な
ど
、
寒
い
時
期

を
耐
え
、
春
の
訪
れ
を
待
つ
気
持
ち
を
歌
っ
た

唱
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

普
段
、
暖
房
の
き
い
た
部
屋
で
過
ご
し
、
自

動
車
で
移
動
す
る
暮
ら
し
の
中
、
季
節
感
も
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
快
適
さ

も
必
要
で
す
が
、
日
本
の
美
し
さ
で
あ
る
四
季

の
情
緒
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。（
Ｎ
）

隠岐の島町行事予定3月

人口と世帯数
平成 22年 2月1日現在
人 口 16，045（-13）人
男 7，631（-14）人
女 8，414（+ 1）人
世帯数 7，341（- 8) 世帯
※括弧内は前月比

花生神社祭礼風流

３/28（日）
11:00頃　花生神社にて神事 
13:00前　百手弓神事

津戸 花生神社～津戸漁港

カタクリ群生地開花

可憐で美しい花
があたり一面咲
き誇ります。

３月下旬～４月初旬
大津久カタクリの里
※気象条件により、開

花時期は前後します。

隠岐そば祭り隠岐そば祭り
隠岐の島町中のそばが
集結！ご家族で味比べ
をお楽しみ下さい。

３/14（日）11:00～13:00
隠岐の島町役場本庁前駐車場




